
各機関の取り組み内容

熊野川減災協議会

資料 ５



◆ 和歌山県：河川監視カメラの整備

◆ 三重県：三重県版タイムラインの取り組み など

◆ 新宮市：要配慮者施設避難計画の進捗、災害対応時の関係機関との連携

◆ 紀宝町：地区版タイムラインの取り組み など

◆ 熊野市：熊野市版タイムラインの策定

◆ 田辺市：監視カメラ・水位計の設置 など

◆ 北山村：監視カメラ増設、可搬ポンプによる雨水排水など

◆ 気象台：新たな情報周知（防災気象情報の改善）

◆ 紀南河川：タイムラインとホットライン、ポンプ車配備※T24に含まれる、防災授業
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各機関の取り組み内容



取組内容

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施

■水防活動の効率化及び水防体制の強化
危険箇所の水位を観測するための水位計設置、河川監視カメラの整備

● 熊野川（田辺市本宮町、新宮市熊野川町）への河川監視カメラの整備

和歌山県

取組概要 設置予定の河川監視カメラ

・今年度内に河川監視カメラを設置、来年度出水期まで
に河川監視カメラ映像のＷＥＢでの公開を目指す

・熊野川以外に要望をいただいている佐野川、北山川に
ついては、設置の効果、必要性等を検証のうえ、来年度以降
順次対応予定

今後の計画

・今年度、洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局における

受け持ち区間内の危険箇所を直接監視するカメラ等の設置を

進めている

・熊野川減災協議会の対象河川においては、洪水予報河川の熊野川

（本宮区間）及び熊野川（日足区間）の危険箇所を直接監視する

カメラ２基を今年度設置予定
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基準観測局：本宮水位観測局
（河川監視カメラあり）

熊野川

危険箇所及び
河川監視カメラ設置箇所
（音無川・熊野本宮旧社地付近）

熊野川（本宮区間）

熊野川（日足区間）

熊野川

基準観測局：日足水位観測局
（河川監視カメラあり）

危険箇所及び
河川監視カメラ設置箇所
（宮井橋付近）

カメラ標準図 カメラ設置イメージ

カメラ詳細図

【河川監視カメラ設置予定箇所】

※危険箇所：洪水予報河川、水位周知河川の各基準観測局において、
氾濫危険水位等の水位設定の対象となる箇所



〇洪水時に特化した低コストな水位計

〇 長期間メンテナンスフリー（ 無給電で５年以上稼働）

〇 省スペース（小型化） （ 橋梁等へ容易に設置が可能）

〇 初期コストの低減

水位計本体費用は、１００万円/台以下

〇維持管理コストの低減

洪水時に特化した水位観測によりデータ量を低減し、

IoT技術とあわせ通信コストを縮減

〇護岸高の約1／2の水位で観測開始

〇5分単位で水位観測

〇台風被害の最小化へつなげる事前対策

〇 タイムライン発動回数：6回
〇 県土整備部は社会基盤対策部隊として行動

・職員配備の確認

・樋門の事前点検

・資機材の在庫確認

・施工中工事現場での安全確保対策

・避難判断情報（水位情報、土砂災害警戒情報）の提供

【平成30年度の実績】 三
重
県
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
抜
粋
）

・三重県全体で３年間で181箇所設置予定
・H３０年度は、県内全域で、120箇所設置

※設置数は、今後の調整状況等により増減することがあります。

【参考：建設事務所管内別設置予定数】
桑名（８）、四日市（１０）、鈴鹿（１４）、津（１０）、
松阪（１５）、伊勢（１８）、志摩（９）、伊賀（１８）、
尾鷲（６）、熊野（１２）

Time State Ｍｉnutes Subject Concerned organization

情報収集・
分析班（施設）

公共土木
対策班

農林水産
対策班

水道・工業用水道・電
気班

情報収集・
分析班（廃棄物）

各地域機関 他部隊 国土交通省※ 三重県建設業協会

1 タイムライン進捗管理 ― ◎  ○

2 タイムライン（ＴＬ）レベル移行の検討 ― ○  ◎《総》

3 タイムライン発動やレベル移行に伴う周知 ― ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 報道機関からの問い合わせ対応（随時） ― ○  ○ ◎《総》

5 県民からの問い合わせ対応（随時） ― ○  ○ ◎《総》

6 県ＨＰでの情報提供（随時） ― ○  ○ ◎《総》 ○ ○

7 台風・気象情報等の情報共有 台風・気象情報等の情報共有 終日 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

8 タイムライン発動 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎《総》 ○ ○

9 準備体制に伴う職員配備の確認 30 ◎ ○ ○ ○ ○

10 台風接近に伴う中止または延期するイベントの検討 120 ◎ ○

11 県有施設における被害未然防止対策 30 ◎ ○

12 関係施設への安全確保の周知 30 ◎ ○

13 水防活動実施のための職員配備、水防本部設置 30 ○ ◎ 　 ○

14 緊急部長会議の開催 60 ○ ○ ○ ○ ○ ◎《総》

15 台風・気象情報等の情報共有 終日 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

16 雨量、水位、潮位の監視 30 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

17 避難判断情報（水位情報）の提供 30 ○ ◎ ◎ ◎ ○

18 道路の要注意箇所（アンダーパス等）・区域等の事前点検 240 ○ ◎ ◎ ○ ◎

19 上水道・工業用水道・発電所施設（県管理）の台風接近前対策 120 ○ ◎ ◎ ◎

20 下水道施設の事前対策 終日 ○ ◎ ◎

21 ダム・せき・水門・樋門・排水機場等の事前対策 終日 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

22 施設被災状況確認の体制準備・資機材の在庫確認 ― ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

23 施工中工事現場での安全確保対策 終日 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24 雨量計・水位計の動作状況の事前確認 30 ○ ◎ ◎ ◎

25 廃棄物対策活動 市町における廃棄物処理施設の被害状況の収集依頼 60 ○ ◎

26 避難対策 避難所指定県有施設（農業大学校）の事前対策の確認 60 ○ ◎ ◎

関係機関

三 重 県 版 タ イ ム ラ イ ン

(2)社会基盤対策部隊用

いつ（何時）

Action

目安となる
時系列

想定される状況等
（自然現象や気象情等）

ＴＬ
レ
ベ
ル
＆
項
目
No.

行 動 内 容 行 動 項 目

何を（行動） 誰が（運用主体）

行動項目を
完了させる
ための目標
所要時間
 【最大】
 【分】

共通項目

県災害対策本部
（社会基盤対策部隊）

２日前
　～
１日前

ＴＬレベル２（準備段階）
※台風の４８時間進路予想で、三重県エリアが予報円に入る場合、または県内で災害の発生するおそれがあることなどで移行
（参考とするトリガー情報）　□大雨・洪水・強風・高潮注意報

５日前
　～
２日前

ＴＬレベル１（タイムライン発動）
※台風の５日または７２時間進路予想で、三重県エリアが予報円に入る、または前線の動向などで決定
（参考とするトリガー情報）　□台風経路図　□台風に関する東海地方気象情報　□台風に関する三重県気象情報

タイムライン運用

問い合わせ対応・情報提供

準備体制（水防本部設置）

水位等の監視および提供

被害未然防止対策

タイムライン発動

○台風が本土上陸

○台風の影響による降雨

○大雨・洪水注意報等

○台風の発生

○台風の接近

○台風に関する気象情報

■対象災害：本県に影響を及ぼす可能性がある台風

■想定時間軸：概ね台風到達５日前～１日後

（原則、県災害対策本部廃止まで）

■凡例 ◎ ⇒ 主たるセクション、または情報を発信する立場
○ ⇒ 関係セクション、または情報を共有する立場

■社会基盤対策部隊内における各班が県の運用主体

となる。

ただし、県災害対策本部設置前となるＴＬレベル２ま

では、運用主体を各々の担当課に置き換える。

■各ＴＬレベルにおける行動項目は、確認すべき項目と

いう視点で記載している。必ず実施することを示すもので

はない。

また、行動項目の実施については、順番にとらわれな
い臨機応変な対応が求められる場合があるので、留意

が必要となる。

■台風の進路、速度によっては、ＴＬレベル２から発

動する可能性がある。

■「ゼロ・アワー」の定義

「台風上陸や台風接近に影響した大雨等が想定される時点」

■「誰が（運用主体）」における他部隊に「◎」を記載している行

動項目については、主たるセクションがどの部隊を指すか以下

の略称で示す。

総括部隊 → 《総》 保健医療部隊 → 《保》
救援物資部隊 → 《救》 被災者支援部隊 → 《被》

生活・経済再建支援部隊 → 《生》

三重県

【特 徴】

取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■情報伝達・避難計画等

● 三重県版タイムラインの策定（H３０．４．１～運用開始）

三重県

取組内容

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施

■水防活動の効率化及び水防体制の強化
危険箇所の水位を観測するための水位計設置、河川監視カメラの整備

危機管理型水位計の設置

平成30年度　危機管理型水位計　設置箇所　                      （熊野建設事務所管内）
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・・・熊野川減災協議会対象河川

跡田川 紀宝町 跡田１号橋

相野谷川 紀宝町 平野橋

清水元川 紀宝町 浅里橋

神内川 紀宝町 日高橋

井田川 紀宝町 宮ノ前橋

尾呂志川 御浜町 新中立橋

市木川 御浜町 永通橋

楊枝川 熊野市 楊枝橋

矢倉川 熊野市 八幡橋

広田川 御浜町 養真橋

相野谷川 紀宝町 宮前橋

番号 河川名 市町名 橋梁名

西郷川 熊野市 蛍橋

【危機管理型水位計の今後の配置予定】

三重県



取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■平時から住民等への周知・教育・訓練
要配慮者利用施設の地域防災計画への記載
要配慮者利用施設管理者等へ説明会等の実施

■情報伝達・避難計画等
洪水時の河川状況等を河川管理者と関係市町が直接伝達するホットラインの構築
タイムラインの検証（タイムライン、情報提供ツールの検証）

● 地域防災計画への要配慮者利用施設の記載

● 要配慮者利用施設管理者等へ説明会の開催
● 台風20号、台風24号における近畿地整や気象台とのTV会議を通じた連携

新宮市

★要配慮者利用施設等における避難確保計画の進捗

■地域防災計画への記載 ⇒ 説明会の開催
⇒ 避難確保計画作成 ⇒ 市へ報告 ⇒ 訓練等の実施

★災害対応時における関係機関との連携（テレビ会議）

■台風２０号（８月２３日）第３回本部員会議
紀南河川国道事務所 ⇔ 市対策本部

（ポンプ車の要請：市長⇔所長）
・満潮時期を踏まえた市田川排水機場の操作見込み等

■台風２４号（９月２９日） 第３回本部員会議
和歌山地方気象台 ⇔ 市対策本部
・台風の状況・注意点について



取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■情報伝達・避難計画等
タイムラインの検証（住民参加の試行運用の実施、地区タイムライン等の策定）

■平時から住民等への周知・教育・訓練
自治会単位での啓発活動の実施
避難対策ワークショップの実施

● 鮒田区タイムラインの策定
● ハザードマップの検討（鮒田地区）

紀宝町
紀南河川国道

鮒田区タイムラインの策定

・地域住民と行政（紀宝町、紀南
河川国道）が合同で「まちある
き」を実施した。

・過去の浸水状況や水害時に危険と
なる場所、避難路等を確認した。

・看板に掲載する情報や設置場所
を検討した。

ハザードマップの検討（鮒田区）

・支川相野谷川周辺の鮒田地区の関係住民が集まり、８月から計４

回の検討会を開催した。

・10月の台風第21号を踏まえた避難計画の見直しやまちあるきを行

いながら、12月に鮒田地区タイムラインを策定した。

5

鮒田地区版タイムライン



取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■情報伝達・避難計画等
タイムラインの検証（地区タイムライン等の策定）

● 台風発生時の行動計画（熊野市版タイムライン）1/2

熊野市
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取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■情報伝達・避難計画等
タイムラインの検証（地区タイムライン等の策定）

● 台風発生時の行動計画（熊野市版タイムライン）2/2

熊野市
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◎熊野川沿いの三里地区及び請川地区の
消防屯所・避難所を移設 （28年度～30年度）

請川地域防災拠点施設

◎河川監視カメラを設置
（川湯温泉、道の駅、請川）
・本宮行政局、防災まちづくり課、
消防本部から操作可能

◎河川水位観測（大塔川）
・小野橋・・・川湯温泉上流

■避難判断の効率化 ■地域防災拠点施設の整備（２か所）

■情報提供体制の強化

◎防災無線放送（デジタル）

・平成２３年に浸水被害のあった
熊野川沿い地域の各家庭に戸
別受信機を設置

取組内容

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施

■水防活動の効率化及び水防体制の強化
危険箇所の水位を観測するための水位計設置、河川監視カメラの整備
防災無線のデジタル化

■市町庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進
大規模氾濫時の庁舎等の機能維持及び重要資機材への影響の確認と有効な対策の実施

● 河川監視カメラ・水位計設置による避難判断の効率化
● 個別受信機設置による情報提供体制の強化
● 地域防災拠点施設の整備等

田辺市
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📹

取組内容

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施
■水防活動の効率化及び水防体制の強化
危険箇所の水位を観測するための水位計設置、河川監視カメラの整備

④被害発生を防ぎ、一刻も早く浸水を解消させるための排水施設の運用
■排水施設、排水資機材の運用方法の改善
可搬式ポンプの配備

● 熊野川（田辺市本宮町、新宮市熊野川町）への河川監視カメラの整備
● 消防団による水中ポンプを用いた救護活動

北山村

ゲリラ豪雨等による
急激な支流の増水

北山川

支流の状況を
カメラで監視

河川監視カメラは村内に５機設置している。そのうちの３機は台風等によるダム放流による、道路等の浸水危
険箇所に設置し道路の寸断や浸水状況等を監視している。
後の２箇所は小森ダム下流に設置しており、１つは観光筏下りの出発地点であり筏下り最大の難所と言われ
るオトノリに設置して観光筏の運行状況を監視している。
もう一つは観光筏下りのコースとなっている小松地区の対岸に三重県側の支流（川畑川）があり、その支流の
水量が局地的なゲリラ豪雨等で増水することがあるため、監視カメラを設置して監視している。

重要危険箇所の増水を監視するため河川監視カメラの設置 台風等による出水による床下浸水等への対応

台風等の降水量によっては山からの出水が、家屋間の里道を川のよ
うに流れ出ており道路沿いのカーブで水の集まりやすい家屋では、道
路の側溝では水を排出しきれずに床下浸水する家屋もあり、消防団
等により水中ポンプを使った救護活動を行っている。



1時間先実況 2時間先 3時間先 4時間先 5時間先 6時間先

7時間先 8時間先 9時間先 10時間先 11時間先 12時間先 13時間先 14時間先 15時間先

降⽔15時間予報（6⽉20⽇から提供開始）
7時間から15時間先までの各1時間降⽔量を約5km四⽅毎に予報

報道発表資料：https://www.jma.go.jp/jma/press/1806/14a/fcst15hour.pdf

取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上
■円滑かつ迅速な避難に資する施設整備
円滑かつ迅速な避難に資する施設整備（ソフトインフラ）

②的確な状況把握とそれに応じた効果的な水防活動の実施
■水防活動の効率化及び水防体制の強化
ウェブサイト、テレビで洪水予報、河川水位、カメラ映像、気象情報を提供

●防災気象情報の改善（降水短時間予報を15 時間先まで延長）

和歌山地方気象台
津 地 方 気 象 台

10

降水短時間予報（雨量分布）を15 時間先まで延長【平成30年6月20日から提供開始】

降⽔短時間予報（従来から提供）
6時間先までの各1時間降⽔量を約1km四⽅毎に予報

防災対応において、台風等により夜間から明け方にかけて大雨が予想される場合に、大雨となる時間帯や場所の見込みを
前日夕方の時点で把握できるように改善した。



取組内容

①迫りくる危機を把握し、事前に回避するための避難行動、自主防災意識の向上

■平時から住民等への周知・教育・訓練
避難対策ワークショップの実施、防災（水防）訓練の実施
出前講座等の実施、小中学校における水災害教育の実施

● 熊野川中学校における防災授業の実施
● 排水ポンプ車設置訓練の実施と地域住民への説明会・疑似体験会の開催

近畿地整

新宮市立熊野川中学校で平成23年の紀伊半島大水害や先月
の台風第20・21号といった身近な災害を振り返りながら自分たちの
身を守るための行動をワークショップ形式で実施。

・過去の水害の様子
・台風の進路と傾向
・雨の量と河川の水位
・今年の台風被害
・情報の入手の方法
・事前避難の重要性
・平時から心がける事

職員による概要説明

ワークショップ形式での
班別討議

＜新宮市＞
■日 時： 平成30年 6月7日（木）
■場 所： 市田川排水機場
■参加者： 新宮市防災対策課、

新宮消防

＜紀宝町＞
■日 時： 平成30年6月25日（月）
■場 所： 紀宝町大里地先

■参加者： 紀宝町、三重県、消防、警察

自主防災組織

排水ポンプ車の
操作説明状況

排水ポンプ設置状況

排水ポンプ車の
概要説明状況

排水ポンプ
設置状況

照明車
操作体験

考えた事の発表

防災授業 排水ポンプ車設置訓練Ｈ30.11.28

自治会役員、民生委員が
授業を参観


